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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数色のカラーフィルターを有し、複数のコモン電極と複数のセグメント電極による複
数色のカラー画素電極で構成された第一の表示パネルと、
　前記第一の表示パネルよりも少ない数の画素電極で構成された単色表示を行なう第二の
表示パネルと、
　前記第一の表示パネルと前記第二の表示パネルに、コモン信号とセグメント信号を出力
するドライバＩＣと、を備え、
　前記第二の表示パネルのコモン電極には、前記第一の表示パネルのコモン電極に供給さ
れる前記コモン信号と同一のコモン信号が共通して供給され、
　前記第二の表示パネルのセグメント電極には、前記第一の表示パネルのカラー画素電極
のうち何れか一つの色の画素電極を駆動するセグメント信号が供給されることを特徴とす
る表示装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、携帯電話などの携帯機器等や、電子手帳に使用されているパッシブマトリク
ス液晶パネルやアクティブマトリクス液晶パネルや有機ＥＬなどの表示パネルが両面に配
置した表示装置に関する。より詳しくは、表示装置の両面パネルを駆動するＩＣの配線構
造に関する。
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【背景技術】
【０００２】
　従来の表示装置、例えば、ＳＴＮ型液晶表示装置では、セグメント電極とコモン電極を
マトリクス状に配置することで、ドットマトリックスを構成している。各電極の表面には
ポリイミドなどの配向膜が形成され、その間に液晶層が設けられている。各電極に時分割
で電圧を印加することにより画面を駆動する。各セグメント電極と各コモン電極はドライ
バＩＣの出力電極が接続されており、ドライバＩＣから各電極に駆動信号が印加される。
それぞれの電極に印加されるセグメント信号とコモン信号はそれぞれ異なっている。画素
数が１６０×１２８ドット程度であれば、セグメント信号とコモン信号を出力するドライ
バＩＣは１チップで構成されているが、それ以上の画素数では、セグメントとコモンのド
ライバＩＣにはそれぞれの専用のドライバを使用する。ドライバＩＣの駆動信号の出力数
と画素数の関係に応じて、複数のドライバＩＣを使用することもある。近年携帯電話は、
二つに開くシェルタイプが多く採用されており、表示画面として、メイン画面と背面のサ
ブ画面が搭載され、二つの画面が両面に表示される形態（以下、両面パネルと称す）が増
えている。二つの画面は、別々の表示パネルで構成されている（例えば、特許文献１参照
）。これらの表示パネルを駆動するＩＣはそれぞれに実装され、画面を駆動していたか、
二つの表示画面を足した画素数に対応した一つのドライバＩＣで二つの画面を駆動してい
た。後者の場合、例えばＳＴＮ型液晶の場合には、セグメント信号をメインの表示パネル
に接続した辺と対向する辺から信号を引き出し、サブの表示パネルにフィルム基板で接続
しセグメント信号を共用した。また、コモン電極は、セグメント信号の接続端子の両側に
配置し、メインの表示パネルで使用するコモン電極のさらに両側にサブ画面専用の信号を
メインの表示パネルに接続し、メインの表示パネルの外周を経由してサブの表示パネルに
セグメント信号と同様に接続して、二つの画面を駆動した。
【０００３】
　または、ＩＣから出力した信号をメインパネルに接続した端子で分岐して、例えばフレ
キシブル基板でサブパネルに接続する方法では、セグメント信号だけではなくコモン信号
も共用することができる。
【特許文献１】特開２０００－３３８４８３号公報（第２頁、第１図）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、従来の両面パネルでは、以下のような問題点が存在した。
（１）メインパネルとサブパネルの画素数が違うため、サブパネルにはメインパネルの一
部分しか表示できなかった。
（２）メインパネルがカラー液晶であり、サブパネルが白黒の場合は、メインパネルのセ
グメント信号がＲＧＢの連続の信号をサブパネルに連続に接続するため、文字表示や絵を
表示するデーターの対応が困難であった。
【０００５】
　そこで、本発明の目的は、メインパネルとサブパネルの表示画面の対応が取れる配線の
接続方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記した従来構造の課題を解決するために、本発明の表示装置は、メインの表示パネル
に接続した信号を数本おきにサブの表示パネルに接続して表示することを特徴とする。
【０００７】
　すなわち、本発明の表示装置は、第一の表示パネルと第二の表示パネルと駆動信号を出
力するドライバＩＣを備えており、第一の表示パネルは複数色のカラー画素電極で構成し
たカラー表示パネルであり、第二の表示パネルは単色の画素電極で構成した表示パネルで
あり、第一の表示パネルを構成する複数色のカラー画素電極のうち何れか一つの色の画素
電極を駆動する信号が、第二の表示パネルに駆動信号として入力される。
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【０００８】
　あるいは、本発明の表示装置は、第一の表示パネルと第二の表示パネルとドライバＩＣ
とを備えており、第一の表示パネルは画面を構成する画素数が第二の表示パネルより大き
く、ドライバＩＣが出力する駆動信号を第一及び第二の表示パネルで共通して用いるとと
もに、第一の表示パネルの信号電極を間引いて第二の表示パネルの信号電極に接続してい
る。
【発明の効果】
【０００９】
　それぞれカラーのメインパネルとサブパネルを１チップ表示する表示装置において、メ
インパネルの映像をそのままサブパネルにサイズを縮小して表示することができるので、
携帯電話のカメラ映像などを同時に表示することができるようになった。
【００１０】
　また、サブパネルが白黒の場合も文字などの情報をカラーのメインパネルの１色と対応
して表示することができ、表示画面の利便性が向上した。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　本発明による表示装置は、メインパネルとサブパネルがカラーパネルである場合、メイ
ンパネルとサブパネルのドット数の比率で、メインパネルに接続した電極を間引いてサブ
パネルに接続する。また、サブパネルが白黒の場合は、メインパネルに接続したＲ、Ｇま
たはＢの何れかの１色でメインパネルとサブパネルの画素数の比率でメインパネルに接続
した電極を間引いてサブパネルに接続する。
【実施例１】
【００１２】
　以下に本発明の実施例を図面に基づいて説明する。図１は、赤緑青（以下ＲＧＢ）から
なるカラーフィルターを備え透明電極でマトリクス状に画素を構成したメインパネルにド
ライバＩＣ３を実装した第一のＦＰＣ２を接続した半完成品の上面図である。図２は、同
じくＲＧＢからなるカラーフィルターを備え透明電極でマトリクス状に画素を構成したサ
ブパネルに第二のＦＰＣ５を接続した半完成品の上面図である。図３は、このメインパネ
ル１の端子に第二のＦＰＣ５の端子を実装して配線の接続が完了した状態を示す上面図で
ある。図４は、メインパネル１に第一のＦＰＣ２を接続したメインパネルの透明電極に第
二のＦＰＣ５を接続した状態を示す断面図である。メインパネル１は、縦１６０ドットで
横１２８ドットの構成で、ＲＧＢのカラーフィルターが配列し、コモン電極は１６０本で
セグメント電極は１２８×３で３８４本からなる。サブパネル４は、縦８０ドットで横６
４ドットの構成で、ＲＧＢのカラーフィルターが配列し、コモン電極が８０本で、セグメ
ント電極が６４×３で１９２本からなる。ドライバＩＣ３は、メインパネル１を駆動する
ためのコモンとセグメントの信号を出力している。第二のＦＰＣ５は、第一ＦＰＣ２の電
極とメインパネル１の透明電極を接続した接続部に隣接した位置にメインパネル１の透明
電極と接続しており、メインパネルの透明電極に接続して、コモン電極は、奇数ラインま
たは偶数ラインをサブパネルに接続してある。セグメント電極は、ＲＧＢを１セットにし
て、１セットおきにサブパネルに接続している。
【００１３】
　このように接続した状態での表示画像は、メインパネルの画像をサブパネルでは縮小し
て表示することができ、特に写真画像などの絵を同時にメインパネルとサブパネルに表示
することができる。図３に示す状態から、バックライトやプラスチックのフレームを取り
付けて表示モジュールは完成する。
【実施例２】
【００１４】
　本実施例は、サブパネル４がカラーパネルではないという点で上述した実施例１と異な
っている。実施例１と重複する部分はここでは省略する。サブパネル４は、縦８０ドット
で横６４ドットの構成で、コモン電極が８０本で、セグメント電極が６４本からなる。ド
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ライバＩＣ３は、メインパネル１を駆動するためのコモンとセグメントの信号を出力して
いる。ＦＰＣ５は、ＦＰＣ２の電極とメインパネル１の透明電極を接続した接続部に隣接
した位置にメインパネル１の透明電極と接続しており、メインパネルの透明電極に接続し
て、コモン電極は、メインパネル１のコモン１番～８０番の信号をサブパネルに接続して
ある。セグメント電極は、メインパネル１のＢに接続している電極のみ接続し、Ｂの３３
番～Ｂの９６番をサブパネルへ接続している。
【００１５】
　このように接続した状態での表示画像は、メインパネルで表示した画像で文字や絵を表
示することができる。但し、Ｂの信号を使った表示のみ、サブパネルに表示するので、全
ての画像が対応するわけではない。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】メインパネルと第一のＦＰＣを接続した上面図
【図２】サブパネルと第二のＦＰＣを接続した上面図
【図３】メインパンルとサブパネルを接続した上面図
【図４】メインパネルの端子部のＦＰＣとの接続を示す側面図
【符号の説明】
【００１７】
　１　メインパネル
　２　第一のＦＰＣ
　３　ＩＣ
　４　サブパネル
　５　第二のＦＰＣ

【図１】 【図２】
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